
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に基づく情報提供 
令和 8 年 

群馬県美容専門学校 
 
Ⅰ学校の概要・目標及び計画 
 
（１）建学の精神 
   「美しい心と技術の調和」 
 
（２）教育目標 

１．教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人としての美容技術者の養成 
２．科学的知識に加えて、自らの創意工夫により技術や感覚を養う能力の育成 
３．お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成 
 

（３）校訓 

こころ（Heart）、技（Hand）、知（Head）の３H の法則 

１．心：「ホスピタリティマインド、コミュニケーション能力、チームワーク」のある真心の育成。 

２．技：「美しく、可愛く、華やか」を「正確、スピーディー」に表現できる技術と所作の育成。 

３．知：「専門知識、教養、ビジネス能力」のある知識の育成。 

３H（心・技・知）をバランスよく大きく育成していくことで、社会に貢献できる有用な人材に

なれるという法則です。 

 
（４）理事長及び校長名、所在地、連絡先等 
   学校法人群馬県美容学園 理事長 松本 一郎 
   群馬県美容専門学校 校長 町田 仁一 
   〒371-0006 群馬県前橋市石関町 136-1 
   TEL:027-230-2266 FAX:027-230-2267 
   E-Mail:gunbi@gunbi.ac.jp 
      URL:http://www.gunbi.ac.jp/ 
 
（５）学園、学校の沿革 

昭和２９年  財団法人 群馬県高等理容美容学校設立認可 

昭和３３年  財団法人 群馬県高等美容学校設立認可 

各種学校群馬県知事認可 

財団法人 群馬県高等美容学校厚生大臣指定認可 

【定員  昼間 100名  通信 200名】 

昭和４２年  財団法人 群馬県高等美容学校厚生大臣定員指定 

【定員  昼間 200名  通信 400名】 

昭和５６年  財団法人 群馬県美容高等専修学校設置 群馬県知事認可 

TEL:027-230-2266
http://www.gunbi.ac.jp/


【定員 美容高等課程 200 名  別科 400名】 

平成  ９年  学校法人群馬県美容学園設立 

平成１０年  群馬県美容専門学校 群馬県知事認可 

【定員 美容専門課程 400 名 別科 240名】 

厚生大臣指定養成課程及び定員指定 

【定員 昼間課程 400名 通信課程 240名】 

  平成１１年  群馬県美容専門学校 現在地に新校舎移転 

  平成２０年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

トータルビューティー科 【定員 女子 120名】 

         新学科設置に伴い校舎およびホール増設 

  平成２２年  群馬ブライダルビジネス専門学校 群馬県知事認可 

         ブライダルスペシャリスト学科設置 【定員 商業実務専門課程 80名】 

  平成２３年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

ビューティースタイリスト学科  【定員 男女 60名】 

         エステティック学科  【定員 女子 60 名】 

  平成２８年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

ビューティテクニカル学科 【定員 男女 40 名】 

平成２８年  アーツ サウンド ビジュアル専門学校 群馬県知事認可 

       文化･教養専門課程  舞台音響照明学科 【定員 男女 40名】  

ビジュアル・サウンド学科 【定員 男女 40 名】 

ライブ･イベント学科 【定員 男女 40名】 

平成２９年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科 【定員 男女 80 名】 

群馬ブライダルビジネス専門学校 新学科設置 

ホテル・旅館・リゾート学科 【定員 男女 20名】 

トラベル・ハネムーン学科【定員 男女 20名】 

ブライダルスペシャリスト学科をブライダル・ウエディング学科に名称変更 

 【定員 男女 40名】 

アーツ サウンド ビジュアル専門学校 開校 

    平成３０年  群馬県美容専門学校 新学科設置 

         理容修得者課程 理容修得者学科 【定員 男女 20名】 

群馬ブライダルビジネス専門学校 

         ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校に 4月校名変更 

平成３１年/令和元年 

       ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 移転 

ブライダル・ウエディング学科をウェディングプランナー学科に名称変更 

新学科設置 葬祭ディレクター学科【定員 男女 20名】 

       アーツ サウンド ビジュアル専門学校 

       ASVライブハウス＆シューティングスタジオ新設 

 



令和２年   ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 新学科設置 

       ウェディングスタイリスト学科 【定員 男女 20 名】 

令和３年   ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 

       ウェディングプランナー学科をホスピタリティマネジメント学科に名称変更 

       【定員 男女 80 名】 

令和４年   アーツ サウンド ビジュアル専門学校 

       舞台音響照明学科をエンターテインメント学科に名称変更【定員 男女 80 名】 

令和６年   群馬県美容専門学校 

美容師学科 【定員 男女 120名】 

       ビューティスタイリスト学科 【定員 男女 20名】 

 

 

 

Ⅱ各学科等の教育 

 

（１）学科名、入学定員数、入学者数、在学総数 

R8.5.1 現在 

学科名 入学定員 入学者数 在学総数 

美容師学科 120 名 109 名 201 名 

ビューティスタイリスト学科 40 名 3 名 8 名 

 
 
（２）各学科概要等 
  各学科の概要につきましては、ホームページのコース紹介や学校パンフレットに記載しております

ので、そちらをご確認くださいませ。 
 
  群馬県美容専門学校ホームページ（http://www.gunbi.ac.jp/top.html） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.gunbi.ac.jp/top.html


（３）各学科カリキュラム 

美容師学科（専門課程） 

教科課目 １年次 ２年次 
総授業時数 総単位数 

必修課目 授業時数  授業時数 
関係法規･制度 20 10 30 1 
衛生管理 50 40 90 3 
保健 50 40 90 3 
香粧品化学 40 20 60 2 
文化論 40 20 60 2 
美容技術理論 90 60 150 5 
運営管理 20 10 30 1 
美容実習 480 420 900 30 

小 計 790 620 1410 47 

教科課目 １年次 ２年次 
総授業時数 総単位数 

選択必修課目 授業時数 授業時数 
トータルビューティー 120 30 150 5 
デッサン  30 30 1 
コース 120 90 210 7 
受験対策実技  150 150 5 
受験対策筆記  60 60 2 

小 計 240 360 600 20 

総 計 1030 980 2010 67 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ビューティスタイリスト学科（専門課程） 

エステティックコースコース 

 
授業科目 

１年次 ２年次 
総授業時数 総単位数 

授業時数 単位数 授業時数 単位数 

専
門
科
目 

ウェルネス理論Ⅰ 90 6   90 6 
ウェルネス理論Ⅱ     90 6 90 6 
インナービューティー関係論Ⅰ 70 4   70 4 
インナービューティー関係論Ⅱ   60 4 60 4 
ビューティービジネス理論Ⅰ 50 3   50 3 
ビューティービジネス理論Ⅱ   40 2 40 2 
ボディエステティック理論 20 1   20 1 
シデスコ理論   70 4 70 4 
メイクアップ技術理論 30 2   30 2 
ネイル技術理論 20 1   20 1 
アロマテラピーⅠ 30 2   30 2 
アロマテラピーⅡ   30 2 30 2 

小 計 310 19 290 18 600 37 

実
習
科
目 

フェイシャルエステティックⅠ 110 3   110 3 
フェイシャルエステティックⅡ   150 5 150 5 
ボディエステティックⅠ 90 3   90 3 
ボディエステティックⅡ   150 5 150 5 
脱毛Ⅰ 40 1   40 1 
脱毛Ⅱ   40 1 40 1 
ベーシックメイクアップ 60 2   60 2 
ベーシックネイル 60 2   60 2 
トータルエステティックⅠ 200 7   200 7 
トータルエステティックⅡ   200 6 200 6 

小 計 560 18 540 17 1100 35 
 総 計 870 37 830 35 1700 72 

 

 

 

 

 



ビューティスタイリスト学科（専門課程） 

ウェデイングコース 

 
授業科目 

１年次 ２年次 
総授業時数 総単単位 

授業時数 単位数 授業時数 単位数 

専
門
科
目 

ウエディングプランナー論 60 4 75 5 135 9 

ブライダルマーケティング   30 2 30 2 
レストランサービス実務 45 3 60 4 105 7 

ドレスコーディネーター論   30 2 30 2 
メイクアップ技術理論 30 2   30 2 

ネイル技術理論 20 1   20 1 
フェイシャルエステティック理論 20 1   20 1 

ブライダルゼミ 30 2 60 4 90 6 
小 計 205 13 255 17 460 30 

教
養
科
目 

 

コンピューターサービス 45 3 45 3 90 6 
キャリアデザイン 30 2   30 2 

小 計 75 5 45 3 120 8 

実
習
科
目 

ウエディング実習 90 3 90 3 180 6 

レストランサービス実習 60 2 60 2 120 4 
ブライダルファッション 60 2 120 4 180 6 

ブライダルビューティー 60 2 150 5 210 7 
ベーシックメイクアップ 60 2   60 2 

ベーシックネイル 60 2   60 2 
フェイシャルエステティック 40 1   40 1 

インターンシップ 120 4   120 4 
トータルコーディネート 60 2 90 3 150 5 

小 計 610 20 510 17 1120 37 
総 計 890 38 810 37 1700 75 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（４）進級及び卒業要件 
【学修評価方法】 

学修の評価は、科目により試験得点による評価や実習の成果、レポート内容・提出状況、受講態度

等を総合的に勘案し５段階の成績評価とし、C 評価以上を合格とする。 

S：特に優秀な成績・・・１００～９０点 
A：すぐれた成績・・・８９～８０点 
B：一応その科目の要求を満たす成績・・・７９～７０点 
C：合格と認められる最低の成績・・・６９～６０点 
F：不合格・・・５９点以下 

   
全学科とも試験は、以下のとおりとする。 

１年次 前期：期末試験   後期：進級試験 

２年次 前期：期末試験   後期：卒業試験 

 

【進級･卒業要件】 

進級時・・・１年次に定められた授業科目を履修し、単位を修得したもの。また、１年次に納入す

べき授業料その他の金額をすべて納入しているもの。 
卒業時・・・美容専門課程２年制の学生は２年以上在学し、学科ごとに定める授業科目を履修し、

美容師学科においては６７単位、ビューティスタイリスト学科においてはエステティ

ックコース７２単位以上、ウェデイングコース７５単位以上を修得したもの。 

      また、納入すべき授業料その他の金額をすべて納入しているもの。 
 
（５）取得資格 

学科名 コース名 資格・検定 

美容師学科 

ヘアスタイリストコース 

ヘアメイクコース 

トータルビューティコース 

【全コース共通】美容師免許、メイクアップ検定 3 級 

【ﾍｱｽﾀｲﾘｽﾄｺｰｽ】City＆Gilds 

【ﾍｱﾒｲｸｺｰｽ】メイクアップ 2級、日本化粧品検定  

【ﾄｰﾀﾙﾋﾞｭｰﾃｨｺｰｽ】認定フェイシャルエステティシャン、全美連

評価認定制度（SBS）着付け 2 級、まつげエクステンション 

ビューティスタイリスト学科 
エステティックコース 

ウェデイングコース 

【全コース共通】メイクアップ検定 3･2 級、ネイリスト技能検

定 3 級、ネイルサロン衛生管理士 

【ｴｽﾃﾃｨｯｸｺｰｽ】CIDESCO インターナショナル・エステティシャ

ン、Ajesthe 認定上級エステティシャン、Ajesthe 認定エステ

ティシャン、Ajesthe 認定ボディエステティシャン、日本エス

テティックセンター試験、Ajesthe 認定衛生管理者、アロマテ

ラピー検定 2.1 級 

【ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞｺｰｽ】ブライダルコーディネート技能検定 3･2 級、

レストランサービス検定 3 級、ドレスコーディネーター検定、

マイクロソフトオフィススペシャリスト（Word・Excel）、認定

フェイシャルエステティシャン、ジェルネイル検定初級 



（６）卒業者数、卒業後の進路 
 【令和 7 年度卒業生実績】 

学科名 卒業者数 就職者数 進学者数 就職進学率 

美容師学科 77 名 74 名 0 名 96％ 

ビューティスタイリスト学科 12 名 10 名 0 名 83％ 

※小数点以下四捨五入  
主な就職先については、ホームページや学校パンフレットに記載しておりますので、そちらをご覧く

ださい。 
群馬県美容専門学校ホームページ（http://www.gunbi.ac.jp/school-jobdata.html） 

 
 
 
Ⅲ教職員 
 
 群馬県美容専門学校                              R8.5.1 現在 

校長 
事務 
局長 

教務 
課長 

教員 
(専任) 

教員 
(兼任) 

事務員 
事務 
広報 

合計 

1 名 1 名 1 名 10 名 18 名 3 名 1 名 35 名 

 
 
Ⅳキャリア教育・実践的職業教育 
 
（１）キャリア教育への取組状況 
  １．個別指導 
    就職担当者と担任により学生一人ひとりと納得できるまで話し合い、将来の方向性を定めてい

きます。その希望をもとに、各種美容関係企業についての研究や就職に対するサポートを個別

に実施していきます。 
  ２．就職対策セミナー 
    本校のキャリア･サポーターや企業との連携により業界の形態や動向、求められる人材などの

情報のレクチャーや、就職活動の流れ、履歴書・エントリーシート作成指導、就職後に必要な

技術やマナーなどのアドバイスを行います。 
  ３．インターンシップ 
    本校では１年次、２年次にインターンシップを実施しています。業界の仕事を肌で感じ将来の

職業に対する理解を深めます。 
   
 

http://www.gunbi.ac.jp/school-jobdata.html


（２）実習・実技等の取組状況 
  本校では、以下の企業と教育連携を行い、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを 

目的に指導を行っております。 
  ＜教育連携企業一覧＞ 

授業科目名 連携企業名 対象学科 
実務実習 
（インターンシップ） 

群馬県美容業生活衛生同業組合 美容師学科 
 

アクティブラーニング 
（就職セミナー） 

一般社団法人 一生美容に恋する会 美容師学科 
ビューティスタイリスト学科 

 
（３）就職支援等の取組状況 

１．就職ガイダンス 
    美容サロンや美容関連業種の担当者に来校してもらい、会社概要や募集の詳細などを説明して

もらうガイダンスを年間５回実施しています。毎回多数の企業様に来校していただいています。 
  ２．就職情報の閲覧環境整備 
    求人票やガイダンス情報、企業パンフレット等の専用スペースを設け、常時閲覧できる環境を

整えております。 
 
 
Ⅴ様々な教育活動・教育環境 
 
（１） 学校行事への取組状況（令和 7 年度実績） 

4月 入学式・自治会選挙・健康診断・会場ガイダンス 

5月 就職ガイダンス・ボーリング交流会・フェイスペイントボランティア・県コンクール 

6月 就職ガイダンス・ヘアショー・アップスタイルコンテスト（1 年） 

7月 就職ガイダンス・Kawaii 選手権校内予選（2 年）・全国学生技術大会関東大会（2 年） 

8月 夏休み・実務実習（2 年） 

9月 就職ガイダンス・校外研修 

10月 Kawaii 選手権全国大会・学園祭・運動会 

11月 
就職ガイダンス・全国学生大会・マスターズカップ出場 
韓国研修・アリミノフューチャーズロード  

12月 冬休み・カットコンテスト・クリスマス会・実務実習（1 年） 

2月 美容師国家試験（実技）・スタイリングコンテスト（1 年）・CIDESCO 試験 

3月 美容師国家試験（筆記）・卒業式 

 
（２）課外活動等の状況（令和 7 年度実績） 
    5 月 フェイスペイントボランティア 



Ⅵ学生の生活支援 
 
（１）学生支援への取組状況 
  １．就職に関する支援 
   ・担任と広報・キャリア部によるサポート体制 
   ・インターンシップを実施 
   ・就職ガイダンスを実施 
  ２．その他の支援 
   ・学費など経済的な支援体制として奨学金貸与機関の斡旋 
   ・年１回、健康診断を実施 
   ・アルバイト求人を公開 
 
 
Ⅶ学生納付金及び修学支援 
 
（１） 学生納付金の取扱 

美容師学科 
①ヘアスタイリストコース②ヘアメイクコース③トータルビューティコース 

 入学金 授業料 実習・研修費 施設設備費 教材費・諸費 合計 

１年次① 100,000 円 500,000 円 185,000 円 300,000 円 400,000 円 1,485,000 円 

１年次② 100,000 円 500,000 円 185,000 円 300,000 円 400,000 円 1,485,000 円 

１年次③ 100,000 円 500,000 円 185,000 円 300,000 円 400,000 円 1,485,000 円 

２年次①  500,000 円 210,000 円 300,000 円 230,000 円 1,240,000 円 

２年次②  500,000 円 210,000 円 300,000 円 220,000 円 1,230,000 円 

２年次③  500,000 円 210,000 円 300,000 円 210,000 円 1,220,000 円 

 
  ビューティスタイリスト学科 

①エステティックコース②ウェデイングコース 

 入学金 授業料 実習・研修費 施設設備費 教材費・諸費 合計 

１年次① 100,000 円 500,000 円 185,000 円 300,000 円 380,000 円 1,465,000 円 

１年次② 100,000 円 500,000 円 185,000 円 300,000 円 340,000 円 1,425,000 円 

２年次①  500,000 円 188,000 円 300,000 円 180,000 円 1,168,000 円 

２年次②  500,000 円 188,000 円 300,000 円 170,000 円 1,158,000 円 

 
 



（２）修学支援の内容 
１．表彰制度 

最優秀学生賞、各協会賞など卒業者対象に表彰しています。 
  ２．入学金全額免除制度 
    本校に入学する者で、本校の定めた条件を満たした者の入学金を全額免除する制度です。 
  ３．ファミリー紹介制度 
    本校に入学する者で、本校の定めた条件を満たした者の 1 年次授業料を減額する制度です。 

４．新幹線通学支援制度 
本校が定める遠隔地から通学した場合、定期代を一定料金補助する制度です。 

５．家賃支援制度 
本校が定める遠隔地から通学が困難と認められた場合、家賃の一部を補助する制度です。 

 
 
 
 



令和 8年度 理事（役員）名簿 

R8.6.1時点 

 
区 分 氏 名 

任 期 
年月～年月 

学外者 

理 事 長 松本 一郎 
令和7.6 

～令和9.5 
〇 

副理事長 鈴木 浩二 〃 〇 

専務理事 金杉 幸彦 〃 〇 

理  事 

石川 實 〃 〇 

井上 和茂 〃 〇 

長谷川 一二 〃 〇 

下田アイ子 〃 〇 

大澤 芳雄 〃 〇 

上岡 克明 〃 〇 

大島 和代 〃 〇 

新井 俊次 〃 〇 

大島 三男 〃 〇 

髙倉 美奈 〃 〇 

堀口 達也 〃 〇 

町田 仁一 〃  

北村 洋子 〃 〇 



令和 7年 7月 18日 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度 

自己点検・自己評価報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 群馬県美容学園 

群 馬 県 美 容 専 門 学 校 

アーツ サウンド ビジュアル専門学校 



①.令和６年度　評価項目の達成及び取組状況　報告



教務 広報 事務局

1 1 理念・目的・人材育成像

1 1 1 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 4.0 4.0 4.0

1 1 2 学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、周知しているか 3.8 3.0 3.3

1 1 3 教職員に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図っているか 3.8 3.5 2.5

1 1 4 学外の方に対して教育理念等を明文化し、公表しているか 3.8 3.5 3.3

1 2 教育の特色

1 2 1
各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向け
て方向づけられているか

3.9 3.5 3.5

1 2 2 学校における職業教育の特色は明確になっているか 3.9 3.5 3.8

◆建学の精神　

「美しい心と技術の調和」

群馬県美容専門学校

◆教育目標

１．教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人としての美容技術者の養成

２．科学知識に加えて、自らの創意工夫により技術や感覚を養う能力の育成

３．お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成

◆教育目的

本校は、学校教育法に従い、美容に必要な知識と技能を授けるとともに、豊かな人間性を備えた人材の

育成を目的とする。

〇今後の改善方策

教務 広報 事務局

2 1 運営方針・事業計画

2 1 1 教育方針や教育目的等に沿った運営方針が策定されているか 4.0 3.5 4.0

2 1 2 運営方針に沿った事業計画を策定し共有しているか 4.0 3.0 4.0

2 1 3 学校の年間スケジュールはあるか 3.8 4.0 4.0

2 2 運営組織

2 2 1 寄附行為に従って理事会・評議員会が開催されているか 3.9 4.0 4.0

2 2 2 運営組織や意思決定機関は、規則等において明確化されているか 3.9 4.0 3.3

2 2 3 職員会議が定期的に開催されているか 3.1 1.5 1.5

群馬県美容専門学校

寄付行為、学則、学
生便覧

学校案内、学校ホー
ムページ、学則、学生
便覧

１　教育理念・目標 エビデンス

学校ホームページ、学
校案内

〇課題

学則、教職員の心
得、学生便覧

学校案内、学校ホー
ムページ

学校ホームページ、学
校案内、教育課程編
成委員会議事録、学
校関係者評価委員会
議事録、学生便覧

（１）教育理念等は明文化されているが、周知が徹底されていない。

事業計画、理事会議
事録、評議員会議事
録

職員会議議事録

エビデンス２　学校運営

（２）入学時に学生便覧の配布ができていない。

（１）教職員全員で、再度で確認する。
　　　学生・保護者に入学時に配布する。

（２）便覧の制作過程を逆算して入学時に合わせ作成する。

年間行事予定表、学
則、学生便覧

寄付行為

校務分担

理事会議事録、評議
員会議事録、学校案
内、学校パンフレット



2 2 4 出退勤管理簿があるか 4.0 4.0 4.0

2 2 5 教職員の健康診断がされているか 3.9 4.0 4.0

2 3 教職員の評価・育成

2 3 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか 3.9 3.5 4.0

2 3 2 教員資格等取得に向けた教育・指導を行っているか 4.0 3.0 3.0

2 3 3 授業評価の実施・評価体制はあるか 3.8 4.0 4.0

2 3 4 専任教員は適正に配置されているか 3.8 4.0 4.0

2 3 5 職員の能力開発のための研修等が行われているか 3.7 4.0 3.3

2 3 6
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤講師等との定期的な情報交換
を行っているか

3.5 2.5 2.5

2 4 人事・給与制度

2 4 1 人事・給与に関する制度を整備しているか 3.6 4.0 4.0

2 4 2 採用制度は文書化されているか 3.6 4.0 4.0

2 5 情報システム

2 5 1 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3.9 4.0 4.0

〇今後の改善方策

教務

3 1 目標設定

3 1 1
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年
限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか

4.0

3 2 教育方法・評価等

3 2 1
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系的に編成されてい
るか

4.0

3 2 2 講義及び実習に関するシラバスは作成されているか 4.0

3 2 3 シラバスが事前に学生に示され、授業で有効活用されているか 3.7

3 2 4 適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか 4.0

3 2 5 学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施しているか 3.9

3 2 6
評価結果を教員にフィードバックするなど、その結果を授業改善に役立ててい
るか

3.3

3 2 7
カリキュラムの作成・見直しのために定期的に外部者関係者の意見を取り入
れているか

3.7

3 2 8
関連分野における実践的なインターンシップ等が体系的に位置づけられてい
るか

4.0

〇課題

履歴書、現況調査票

研修報告書

学生アンケート

教務予定

シラバス

学生便覧

出勤簿、タイムカード

専修学校設置基準、
美容師養成施設指定
規則

（２）教員間だけではなく、部署間においてもより積極的な情報共有を行い、
　　　分担している業務内容の確認を徹底し、期日までに完遂する。

３　教育活動

シラバス、学生便覧

シラバス

学生アンケート

学生アンケート

教育課程編成委員会議事録

通知表

エビデンス

シラバス、学生便覧

健康診断表

（２）業務効率を良くする為の情報共有が足りていないと感じる。

（１）職員会議が定期的に行われていない。

（１）月に一度は定期的な職員会議を行う。
　　　課題や改善点、事業計画等、必要なテーマが発生する都度に、全体会議を開き全員で協議する。

研修報告書

講師交流会

教職員給与規定

履修簿管理システム



3 2 9
専攻分野に係わる関係分野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行って
いるか

3.7

3 3 成績評価・単位認定等

3 3 1 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 3.9

3 3 2
学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の基準、進級要件、卒業要件は提
示されているか

3.8

3 4 資格・免許取得の指導体制

3 4 1
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあ
るか

3.9

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか 4.0

〇課題

〇今後の改善方策

教務

4 1 学習成果

4 1 1 コース全体を通して学習者の習熟状況を評価しているか 4.0

4 1 2
学生の学習成果の評価に際して、評価項目を定め、明確な基準で実施され
ているか

3.9

4 2 就職率

4 2 1 就職率向上のため、就職活動は管理指導されているか 4.0

4 2 2 外部に向けた就職実績を公表しているか 3.7

4 3 資格・免許の取得率

4 3 1 資格取得率の向上が図られているか 3.9

4 3 2 資格・検定の取得率に対して検証・報告がされたか 3.8

4 4 卒業生の社会的評価

4 4 1 卒業後に就職その他の支援を行っているか 3.9

〇今後の改善方策

〇特記事項

教務 広報 事務局

5 1 修学支援

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか 3.9 4.0 4.0

5 2 就職等進路

学生便覧

シラバス

シラバス

エビデンス５　学生支援

学生便覧

情報公開資料(学校ホーム
ページ)

学則

採点表

（１）就職ガイダンスが効果的に機能しない場合がある。(参加サロンのニーズに合わせられない場合がある）

（１）開催の時期や回数を現状を鑑み検討する。
　　　就職ガイダンス参加の企業(県外)を増やす為、外部業者への委託など考慮する。
　　　特に組合サロンに参加啓発をする。

４　学習成果・教育成果

（１）授業評価におけるフィードバックができていない。

〇課題

（１）改善点の確認ができるフィードバックを行っていく。
　　　共有ファイルで確認をするようにする。必要に応じて報告書を配布する。

学校関係者評価委員会議事
録

学校案内、学校ホームペー
ジ

教育課程編成委員会議事録

エビデンス

通知表

就職活動報告書、内定者数
一覧

（１）卒業後の就職支援は個人的な相談の範囲に留まっている。



5 2 1 就職に関する支援体制は整備されているか 3.9 4.0 4.0

5 3 学生相談

5 3 1 学生相談に対する体制は整備されているか 3.6 3.0 3.0

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか 3.8 3.0 3.0

5 4 学生生活

5 4 1 奨学金制度など学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4.0 4.0 4.0

5 4 2 学生の健康管理を実施しているか 4.0 4.0 4.0

5 5 中途退学への対応

5 5 1 退学率の低減が図られているか 4.0 2.0 2.0

5 5 2 退学率の目標を設定しているか 3.8 2.0 2.5

5 5 3 退学率の低減に関する目標・計画が教職員に共有されているか 4.0 1.0 1.3

5 5 4 退学者数を公表しているか 4.0 4.0 4.0

5 6 保護者との連携

5 6 1 保護者からの相談を受け入れているか 4.0 3.0 3.0

5 7 卒業生支援

5 7 1 卒業生への卒業後、教育等の支援体制はあるか 3.8 4.0 4.0

教務 広報 事務局

6 1 施設・設備等

6 1 1 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3.6 4.0 4.0

6 1 2 学生が利用できる参考図書・関連図書は備えられているか 3.9 4.0 4.0

6 1 3 教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか 3.8 4.0 4.0

6 1 4 分煙・禁煙が掲示されているか 4.0 4.0 4.0

6 1 5 学内の清掃に関して管理されているか 3.9 3.0 2.8

6 1 6 施設・設備の点検・修繕等は定期的に又は適宜行っているか 3.7 2.0 4.0

6 2 防災・安全管理

6 2 1 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 3.9 2.0 2.3

学生報告書

職員会議議事録

情報公開資料(学校
ホームページ)

面談記録、教務日誌

国家試験対策

（１）毎年、退学率の低減を図っているが、一定数の退学者がでる事に対策が取れていない。

学生便覧

〇課題

健康診断結果通知

各種点検報告書

機材管理リスト、備品
管理リスト

６　教育環境

防災マニュアル、消防
計画

学校関係者評価委員
会議事録

図書台帳

就職ガイダンス、求人
票

（１）（２）

学校設置認可申請
書、学校平面図

エビデンス

〇今後の改善方策

（２）退学者の低減に関る認識が部署間で違っている。

退学の理由は様々で、事由に合わせた対応が必要になる。
学習意欲の低下の場合は、その学生の得意分野を探し出し、新たな興味関心で再度学習へ取り組めるよう導き
たい。そして、担任も含めた人間関係問題では、教員全体で、問題を抱える学生の対応に当たる必要がある。基
本的には、クラス担任制ではあるが、学年担任制の考え方、更に言えば学校担任制という考えにまで発展し、そ
の学生に合った指導者が対応する方法の導入も視野にいれたい。
また、精神的疾患や持病のある学生に対しては、保護者や担当医師からの情報を共有し、学生ごとの対応策を
級職員職員全員で導きだす。
在学意欲が低下している学生や学費面で悩んでいる学生への対応を、教務と事務で協力し合う事で部署間の認
識の一本化を図りたい。



6 2 2 防災・防犯設備が整備・点検されているか 3.9 4.0 4.0

6 2 3 定期的に防災訓練を実施しているか 3.7 3.0 2.8

教務 広報 事務局

7 1 学生募集活動

7 1 1 学生募集活動は、適正に行われているか 4.0 4.0 4.0

7 1 2
入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策定し教職員及び学生等に
周知し公表しているか

4.0 3.5 3.5

7 1 3
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・免許等をわかりやすく紹介して
いるか

4.0 4.0 4.0

7 1 4
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適正に学生募集をおこなっている
か

4.0 4.0 4.0

7 2 入学選考

7 2 1 学校案内等には選抜方法が明示されているか 4.0 4.0 4.0

7 2 2 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適正に入学者選抜を行っているか 3.9 4.0 4.0

7 3 学納金

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているかA210:M216 4.0 4.0 4.0

7 3 2 学校案内に学費、受験料、学習教材の購入費等が明示されているか 4.0 4.0 4.0

〇特記事項

教務 広報 事務局

8 1 関係法令、設置基準等の遵守

8 1 1 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 3.9 4.0 4.0

（１）インパクトのあるフレーズでそれを裏付ける学校の実績と信頼を、ガイダンスなどでも周知する。

実施するのは7年度だが、JR線の車内PR放送を6年度に契約した。

（１）校内清掃がしっかりとできていない時がある。

（１）毎日のチェックの加えて週末のチェックも行う。気づいた時に直ぐに対応する習慣を身につける。
　　　毎日の清掃終了後に、担任が報告を受けて確認する。
　　　授業後に清掃の必要がある場合は、必ず清掃する。

〇今後の改善方策

募集要項、学校ホー
ムページ

避難訓練実施要項

エビデンス７　学生の受け入れ募集

８　教育の内部質保証システム

消防用設備等点検結
果報告書

〇課題

学校案内、学校ホー
ムページ

専修学校設置基準

〇課題

（１）そもそも本校アドミッションポリシーに魅力があるのか？更にその周知が出来ていない。

募集要項

募集要項

エビデンス

学校案内、募集要項

（２）防災訓練が実施されていない。

募集要項

募集要項、学校ホー
ムページ

入試考査表

〇今後の改善方策

令和６年は、水道管の破損による水害事故がありました。電気系統まで被害が及びました。

〇特記事項

（２）年に一度、防災訓練を実施する。

（２）SNSの投稿において、教員が発信するだけではなく、在校生にも協力してもらい、より多くの高校生が興味を
持てる内容の発信を行う。　（SNS発信は目的を明確にし、節度ある発信をする）

（２）SNSによる学生募集の成果に不安が残る。



8 1 2
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規程を整備し適正に運用してい
るか

4.0 4.0 4.0

8 2 個人情報保護

8 2 1 個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか 4.0 4.0 4.0

8 3 学校評価

8 3 1
学校教育、学校運営について、自己点検・評価を実施し、さらに課題解決に
取り組んでいるか

3.9 4.0 4.0

8 3 2 自己点検・評価報告書があるか 3.9 4.0 4.0

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか 3.9 4.0 4.0

8 4 教育情報の公開

8 4 1 教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4.0 4.0 4.0

8 4 2 自己評価結果及び学校関係者評価結果を公開しているか 3.9 4.0 4.0

〇今後の改善方策

〇特記事項

事務局
広報

9 1 財務基盤

9 1 1
教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務的基盤を確立して
いるか

4.0

9 2 予算及び収支計画

9 2 1 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4.0

9 2 2 予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか 4.0

9 3 監査

9 3 1
私立学校法及び寄付行為に基づき適正に監査を実施し、理事会、評議員に
報告しているか

4.0

9 4 財務情報の公開

9 4 1 財務情報公開の体制を整備し、適正に公開しているか 4.0

9 4 2
財務情報の公開について、学校ホームページに公開するなど積極的に取り
組んでいるか

4.0

中長期的な視点を持って運営に努める。

〇課題

〇今後の改善方策

学校ホームページ

財務の状態は健全である。

（１）課題の改善に向けての取り組みを行う。
　　提示された課題を共有し、その解決に向けて会議する場を設けたい。
　　部署間の違った考えによる隔たりが、学校運営全体の妨げになっているので、例え課題が解決できなくても、
　　この自己点検でそれぞれの部署の抱える課題を共有し、それぞれの立場での議論を続け、発展的な会議の場
を継続 して設けたい。

（１）自己点検の課題を指摘しているだけに留まっている。

〇課題

９　財務

情報公開資料(学校
ホームページ)

自己点検評価委員会

寄付行為、学則

特定個人情報取扱規
程

学校関係者評価委員
会議事録

自己点検・評価報告
書



 
 
 

 
 
 

令和６年度 
学校関係者評価委員会報告書 

 
 
 
 
 
 

評価対象期間 自：令和 6年 4月 1日 

       至：令和 7年 3月 31日 

 
 

評価実施日    令和 7年 8月 19日 
 
 
 
 
 

学校法人 群馬県美容学園 

群馬県美容専門学校                  
 
 
 
 
 



 
 
 

Ⅰ 学校関係者評価の概要と実施状況 
 
1．学校関係者評価の実施について 
 本校では、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」を踏まえ

た評価項目に対し、「令和 6年度自己点検・自己評価」を行いました。その自己点検・評
価結果について学校関係者評価委員会が開催され、学校関係者評価委員に第三者の視点で

評価して頂きました。学校関係者評価委員会での貴重なご意見や評価を今後の学校運営に

反映させ、改善を図ることでより良い教育活動を行って参ります。 
 
2．学校関係者評価委員名簿 
評価委員名 所属及び役職 
山形 正喜 関東地区理容師美容師養成施設協議会 会長 
富岡 政明 有限会社 富岡労務管理事務所 代表取締役 
奥田 正敏 株式会社トニーズコレクション 営業部マネージャー 

3．学校側出席者名簿 
学校教職員 所属及び役職 
町田 仁一 群馬県美容専門学校/アーツサウンドビジュアル専門学校 校長 
長根 みちお 群馬県美容専門学校 教務課長 
田上 聖晃 群馬県美容専門学校 広報 

 
4．学校関係者評価委員会実施状況 
  開催日：令和 7年 8月 19日（火）11：00～ 
  場 所：オンライン会議 
  次 第 
  1）開会の言葉 

2）校長挨拶 
  3）学校関係者評価委員紹介 

 4）協議事項 
 
Ⅰ．令和 6年度評価項目の達成及び取り組み状況 

 ①教育理念・目標 
  ②学校運営 
  ③教育活動 
  ④学習成果・教育成果 
 ⑤学生支援 
 ⑥教育環境 
 ⑦学生の受入れ募集 



 
 
 

 ⑧教育の内部質保証システム 
 ⑨財務 

 
  5）閉会の言葉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

Ⅱ 評価報告 
 

Ⅰ．令和 6年度評価項目の達成及び取り組み状況 
①教育理念・目標 
【学校側】 

◇建学の精神、教育目標は明文化されているが外部への周知が徹底されていない。 

◇入学時に学生便覧の配布が難しい状況である。 

 
【委員意見・評価】 
◇新入社員に対しての周知を徹底し、全職員が同じ意識で行動できることが重要。 
◇学園の教育理念を外部に周知するため、入学時オリエンテーションなどで保護者説明会

等を実施してみてはどうか。 
 
②学校運営 
【学校側】 

◇職員会議が定期的に行われておらず、時間の確保が難しい状況である。 
◇非常勤講師との情報交換を行う時間が取れていない。 

 

【委員意見・評価】 
◇やはり職員会議を行い、問題の把握や情報共有は大切であり、期日を設け定期的な会議

の実施が必要だと感じる。 

◇コロナ以前に行っていた講師交流会など、非常勤講師と情報交換を行う機会を設けても

よいのではないか。 

 
③教育活動 
【学校側】 

◇国家試験や各検定の合格率について報告。 
◇メイク検定 3級の合格率が初めて 100%となった。 

◇授業評価におけるフィードバックができていない。 

 
【委員意見・評価】 
◇毎年反省となっていた検定筆記試験においての対策が実を結んだのではないか。 

◇美容師国家試験に関しては試験中、指を深く切ってしまった 1 名の不合格者ということ

だが、予期せぬ事態に対応できるよう、さまざまなケースを想定した指導が必要だと感じる。 

 

 
 



 
 
 

④学習成果・教育成果 
【学校側】 

◇就職先としてアイデザイン業界を目指す学生が増えてきている。 
◇就職ガイダンスの時期について検討が必要。 

 
【委員意見・評価】 

◇就職活動が年々早期化している為、４月にも就職ガイダンスを実施してみてはどうか。 
◇卒業生が技術を披露したり、講義に参加するなど、卒業生が母校に戻り普段の仕事を活か

した活躍ができる機会を設けてみてはどうか 
 

⑤学生支援 
【学校側】 

◇退学率について報告。 

◇精神疾患や持病のある学生対応に対しては保護者や担当医師からの情報を共有し、クラ

ス担任だけではなく、教職員全員で把握する必要がある。 

 

【委員意見・評価】 
◇全国どこの学校においても退学率の増加が課題となっている。美容の道を選択した学生

が途中で諦めてしまうことが無いよう、学生の好きをより大切にする必要があると感じる。 
 

⑥教育環境 
【学校側】 

◇令和 6 年 9 月に水道管の破損による大きな水害が発生し、電気系統や放送設備など被害

が及んだ。 

◇校内清掃や教室内の美化が保たれていない。 

 

【委員意見・評価】 
◇日常的なメンテナンスを行うことが重要。 
◇整理整頓は社会人としても大切な意識なので、学生のうちから心掛けて欲しい。 
 
⑦学生の受入れ募集 
【学校側】 

◇SNSによる学生募集活動により力を入れる必要がある。 

◇JR線の車内放送広告に大きな反響があった。 

 

【委員意見・評価】 
◇高校生の人数が減り、専門学校へ進学する生徒も減少している中、１００名を超える募集

ができているのは、良い結果だと感じる。今後より厳しい状況にはなるが、アピールを続け



 
 
 

て欲しい。 
◇保護者に向けた広報活動も重要になってきていると感じる。オープンキャンパスで保護

者に向けた説明や質疑応答の時間を設けるのも良い方法だと感じる。 
 
⑧教育の内部質保証システム 
【学校側】 

◇自己点検において明確となった、それぞれの部署で抱える課題を共有し、さまざまな立場

から意見ができ、解決策を見出せる環境づくりが重要だと感じる 

 

【委員意見・評価】 
◇やはり会議の重要性を感じる。長時間集まることが難しいのならば短時間でも良いので

定期的に話し合いの場を設けることが重要。 
◇教職員間のコミュニケーションや外部講師との情報共有を積極的に行って欲しい。 
 
⑨財務 
【学校側】 

◇中長期的な視点を持って学校運営に努めたい。 

 

【委員意見・評価】 
◇今後とも長年にわかり教育活動を安定して遂行できるよう、十分な財務的基盤を確立し

ていくことが重要。 
 
 
学校関係者委員 総括 
【委員意見総評】 

◇少子高齢化、物価高と専門学校においては厳しい状況にあるが、その中でも伝統ある学校 

として、これからも募集活動、学校運営に一丸となって取り組んで欲しい。 

◇タイパ、コスパを重要視する若者が多いと言われていたが、慎重に物事を考え、行動する

子も増えてきている印象。技術力の高さや資格取得などグンビのアピールポイントをより

強く打ち出し、今後も高校生や保護者から選ばれる学校となるよう努力を続けて欲しい。 

◇高校卒業後の進路として、大学進学や、就職希望者が増加している。また東京都内の専門

学校が募集活動に苦戦しており、地方からの学生集めに力を入れている。専門学校進学者は

減少していても美容分野の人気は減っていないので、業界全体で盛り上げて行きたい。 


